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宣
教
司
牧
評
議
会

五
月
四
日
新
潟
カ
ト
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
で
、
教
区
内
の
す
べ
て
の
地
区
か

ら
各
小
教
区
の
主
任
司
祭
と
信
徒
会
長
と
修
道
者
の
代
表
五
十
人
が
参
加
し

て
、
新
潟
教
区
宣
教
司
牧
評
議
会
の
準
備
会
議
が
開
か
れ
た
。

菊
地
司
教
は
「
連
休
の
真
っ
最
中

に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
一
つ
の
組
織
が
で
き
る
の

か
、
ま
た
会
議
が
増
え
る
の
か
と
考

え
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
教
会

に
は
組
織
体
と
し
て
の
側
面
と
キ
リ

ス
ト
の
体
と
し
て
の
側
面
が
あ
る
。

宣
教
司
牧
評
議
会
は
組
織
体
を
運

営
す
る
た
め
の
も
の
で
は
な
い
。
キ

リ
ス
ト
の
体
を
支
え
る
た
め
の
ブ

レ
ー
ン
で
あ
り
、
方
向
を
考
え
る
た

め
の
集
ま
り
で
あ
る
」
と
挨
拶
し

た
。午

前
中
は
準
備
会
議
に
至
る
ま
で

の
経
過
報
告
と
宣
教
司
牧
評
議
会
の

目
的
と
役
割
な
ど
を
話
し
合
っ
た
。

午
後
は
十
一
小
教
区
か
ら
の
小
教

区
で
の
宣
教
司
牧
や
司
教
司
牧
書
簡

の
優
先
課
題
に
対
す
る
取
り
組
み
の

現
状
の
紹
介
と
意
見
交
換
が
な
さ

れ
、
感
謝
の
ミ
サ
を
捧
げ
て
閉
会
し

た
。菊

地
司
教
は
教
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
「
今
回
の
準
備
会
議
で
出
さ
れ

た
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
踏
ま
え
て
、

近
々
、
設
立
委
員
会
を
設
置
し
て
規

約
な
ど
を
整
え
、
で
き
れ
ば
秋
頃
ま

で
に
実
際
の
宣
教
司
牧
評
議
会
を
開

催
し
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
た
。

《
秋
田
地
区
》（

四
月
一
日
付
任
命
）

▼
ス
タ
ニ
ス
ワ
ヴ
・
ポ
ウ
ォ
ム
ス
キ

神
父
は
秋
田
教
会
主
任
（
横
手
教

会
主
任
）

▼
飯
野
耕
太
郎
神
父
は
土
崎
教
会
主

任
（
秋
田
教
会
主
任
兼
務
を
解

く
）

▼
マ
ル
テ
ィ
ヌ
ス
・
オ
マ
ー
ン
神
父

は
横
手
教
会
主
任
（
秋
田
教
会
助

任
）

▼
デ
ィ
ブ
ル
テ
ィ
ウ
ス
・
ヘ
リ
神
父

は
秋
田
教
会
助
任
（
東
京
教
区
吉

祥
寺
教
会
助
任
）

《
山
形
地
区
》

（
四
月
十
七
日
付
任
命
）

▼
ス
リ
・
ワ
ル
ヨ
神
父
は
山
形
教
会

助
任

《
長
岡
地
区
》

（
四
月
十
七
日
付
任
命
）

▼
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ハ
ビ
エ
ル
神
父

は
教
区
外
へ
転
出
（
高
田
教
会
助

任
）

《
新
潟
地
区
・
新
発
田
地
区
》

（
四
月
二
十
三
日
付
任
命
）

▼
ラ
ウ
ー
ル
・
バ
ラ
デ
ス
神
父
は
青

山
教
会
主
任
（
新
潟
教
会
助
任
）

▼
町
田

正
神
父
は
寺
尾
教
会
主
任

（
青
山
教
会
主
任
）

▼
高
薮

修
神
父
は
花
園
教
会
主
任

（
白
根
教
会
主
任
兼
務
を
解
く
）

▼
フ
ェ
ル
デ
ィ
マ
ー
ル
・
フ
ァ
ミ
ニ

ア
ラ
ガ
オ
神
父
は
新
潟
教
会
助
任

（
大
館
教
会
助
任
・
鹿
角
教
会
助

任
）

▼
佐
藤

勤
神
父
は
白
根
教
会
主
任

兼
加
茂
教
会
主
任
（
寺
尾
教
会
主

任
兼
村
松
教
会
主
任
）

▼
鎌
田
耕
一
郎
神
父
は
新
津
教
会
主

任
兼
村
松
教
会
（
巡
回
）
主
任
（
新

津
教
会
主
任
兼
加
茂
教
会
主
任
）

▼
三
崎
良
次
神
父
は
新
潟
教
会
協
力

司
祭
（
新
潟
地
区
協
力
司
祭
）

▼
ホ
イ
セ
ゴ
ム
ス
・
ア
ン
リ
神
父
は

青
山
教
会
協
力
司
祭

滞日外国人司牧（責任者） 佐藤勤師

滞日外国人司牧（船員司牧）
フーベルト・ネルスカンプ師

滞日外国人司牧
フェルディマール・ファミニアラガオ師

滞日外国人司牧 シスター 佐久間香子

新潟地区カトリック女性の会
指導司祭 大瀧浩一師

＊２００５年４月２９日発令
担当者などに追加

司
祭
人
事

私はこのように思っています

意見を述べる本間研二神父（鶴岡教会）

カトリック新潟教区
編集発行人 教区報編集部
〒９５１―８１０６
新潟市東大畑通１―６５６
TEL.０２５―２２２―７４５７
FAX.０２５―２２２―７４６７

＊
カ
ッ
コ
内
は
こ
れ
ま
で
の
任
務

設
立
に
向
け
て

準
備
会
議
を
開
く

教区内小教区の主任司祭と信徒会長と修道者の代表が集まった

小教区の現状を話し合う

新潟教区の
担当者追加など

（２００６年４月２３日任命）

Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／０６０５０１９３　カトリック新潟教区／新潟教区報　第２３４号／第２３４号  2006.05.25 11.06.06  Page 
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二
〇
〇
六
年
三
月
二
十
七
日
〜
二

十
八
日

新
潟
司
教
館
で
新
潟
教
区

司
祭
評
議
会
が
開
か
れ
た
。

一
、
教
区
宣
教
司
牧
評
議
会
設
立
準

備
会
議
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

（
教
区
協
斉
藤
清
）

・
五
月
四
日

九
時
受
付
開
始
、
午

前
と
午
後
二
時
間
ほ
ど
、
こ
の
準
備

会
の
目
的
理
解
の
た
め
に
な
る
べ
く

質
問
や
要
望
、
現
在
各
小
教
区
で
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
に
つ

い
て
の
意
見
交
換
の
時
間
を
取
り
た

い
。
十
四
時
に
は
終
了
、
感
謝
の
ミ

サ
で
十
四
時
四
十
分
解
散
の
予
定
。

二
、
二
〇
〇
六
年
新
潟
教
区
司
祭
の

集
い
に
つ
い
て
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

検
討
）

・
テ
ー
マ
は
、
新
潟
教
区
に
お
け
る

滞
日
外
国
人
司
牧
、
青
少
年
司
牧
の

現
状
と
今
後
の
取
り
組
み

・
役
割
分
担：

話
し
合
い
の
司
会
は

本
間
師
と
飯
野
師
、
ミ
サ
は
道
具
の

準
備
を
含
め
て
秋
田
地
区
、
祈
り
は

長
岡
地
区
が
担
当
し
て
く
だ
さ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

・
参
加
案
内
、
申
込
書
は
復
活
祭
後

に
全
司
祭
に
送
付
予
定
。

三
、
二
〇
〇
五
年
教
区
会
計
報
告

（
川
崎
師
）

四
、
二
〇
〇
五
年
教
区
現
勢
報
告

五
、
二
〇
〇
八
年
教
区
大
会
開
催
地

区
の
決
定
と
来
年
以
降
の
教
区
巡

礼
に
つ
い
て

・
二
〇
〇
八
年
教
区
大
会
の
開
催
地

区
は
秋
田
地
区
、
会
場
は
秋
田
教
会

の
予
定
。
開
催
の
時
期
は
未
定
。

・
二
〇
〇
六
年
の
北
山
原
巡
礼
は
米

沢
教
会
の
都
合
で
で
き
な
く
な
っ

た
。二
〇
〇
七
年
は
十
月
八
日（
月
）

が
体
育
の
日
に
な
る
が
、
今
年
ペ
ト

ロ
岐
部
と
一
八
七
殉
教
者
の
列
福
が

決
ま
り
、
来
年
日
本
で
列
福
式
が
行

わ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
二
〇
〇
七

年
に
米
沢
巡
礼
を
行
な
う
こ
と
が
望

ま
し
い
。
列
福
が
決
ま
ら
な
か
っ
た

場
合
を
含
め
、
今
後
の
教
区
主
催
の

巡
礼
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
秋
の
司

祭
評
議
会
で
検
討
す
る
。
現
在
巡
礼

を
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
米

沢
、
佐
渡
両
教
会
の
意
見
を
予
め
聞

い
て
お
い
て
欲
し
い
。

六
、
新
し
い
評
議
員
の
選
出
に
つ
い
て

・
各
地
区
の
評
議
員
は
こ
の
春
で
任

期
が
切
れ
る
。
秋
田
地
区
の
新
評
議

員
は
後
日
連
絡
す
る
。
そ
の
他
の
地

区
の
評
議
員
は
そ
の
ま
ま
留
任
。

七
、
各
地
区
情
報
交
換

【
秋
田
】

・
小
坂
教
会
に
つ
い
て

一
九
一
五
年
に
創
立
、
六
〇
年
に

現
在
地
に
移
転
、
九
五
年
に
鹿
角
教

会
の
巡
回
教
会
と
な
っ
た
が
、
こ
の

た
び
土
地
を
売
却
し
て
完
全
に
閉
鎖
。

・
六
月
十
一
日
に
大
館
教
会
を
会
場

に
地
区
信
徒
の
集
い

・
こ
れ
ま
で
の
地
区
侍
者
会
と
秋
田

教
会
の
錬
成
会
を
合
わ
せ
て
地
区
レ

ベ
ル
で
子
ど
も
た
ち
の
養
成
を
行
う

こ
と
に
な
っ
た
。

・
二
〇
〇
五
年
十
一
月
三
日
に
秋
田

教
会
で
ミ
ュ
ー
ラ
師
の
金
祝
を
祝
っ

た
。

・
二
〇
〇
七
年
九
月
十
六
日
に
土
崎
教

会
の
五
〇
周
年
、二
〇
〇
九
年
に
は
秋

田
教
会
の
一
二
五
周
年
を
祝
う
予
定
。

【
山
形
】

・
山
形
教
会
の
信
者
会
館
を
新
築
す

る
予
定
。

・
イ
エ
ズ
ス
・
マ
リ
ア
の
聖
心
会
の

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
の
会
員
二
人

（
司
祭
一
人
と
助
祭
一
人
）
が
来

日
。そ
の
内
一
人
を
山
形
地
区
に

送
っ
て
く
れ
る
よ
う
要
望
し
て
い
る
。

・
十
一
月
四
日
に
山
形
聖
マ
リ
ア
幼

稚
園
の
創
立
五
〇
周
年
の
予
定
。

【
新
発
田
】

・
六
月
十
八
日
に
信
徒
大
会
の
予

定
。
会
場
は
新
発
田
教
会
。

・
村
上
集
会
所
に
つ
い
て

現
在
借
り
て
い
る
物
件
を
三
月

い
っ
ぱ
い
で
契
約
解
除
し
、
四
月
か

ら
は
村
上
市
内
の
信
者
宅
で
家
庭
ミ

サ
を
行
う
形
で
存
続
す
る
こ
と
に
し

た
。
ミ
サ
時
間
は
こ
れ
ま
で
と
同
じ

第
一
日
曜
日
十
時
か
ら
。

【
新
潟
】

・
十
一
月
三
日
に
花
園
教
会
の
創
立

五
五
周
年
の
予
定
。

・
亀
田
教
会
の
聖
堂
を
改
築
す
る
こ

と
が
顧
問
会
で
承
認
さ
れ
た
。
今
年

十
二
月
完
成
予
定
。

【
長
岡
】

・
五
月
二
十
八
日
に
十
日
町
教
会
で

地
区
大
会
の
予
定
。

・
六
月
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
シ
ス

タ
ー
三
人
が
来
て
、
長
岡
地
区
で
働

く
予
定
。

八
、
そ
の
他

・
宣
教
司
牧
評
議
会
設
立
準
備
会
議

へ
の
代
表
派
遣
要
請
等
の
た
め
に
、

三
月
二
十
五
日
に
修
道
院
責
任
者
の

集
い
を
新
潟
で
行
っ
た
。
予
め
シ
ス

タ
ー
た
ち
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
た

と
こ
ろ
、
高
齢
化
と
多
忙
、
秋
田
と

新
潟
で
は
距
離
が
遠
い
等
の
意
見
が

大
半
を
占
め
た
。
し
か
し
集
い
で
は

シ
ス
タ
ー
間
で
連
絡
を
取
り
合
う
の

は
大
切
だ
と
い
う
意
見
も
あ
り
、
今

後
教
区
内
の
修
道
会
、
在
俗
会
の
シ

ス
タ
ー
た
ち
に
よ
る
情
報
交
換
の
場

を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
五
月
四
日

の
宣
教
司
牧
評
議
会
設
立
準
備
会
議

に
は
各
修
道
会
、
在
俗
会
か
ら
代
表

者
一
人
の
参
加
を
要
請
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

・
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

連
絡
協
議
会
が
三
年
に
一
回
総
会
を

開
い
て
い
る
が
、
二
〇
〇
九
年
の
四

月
に
次
期
総
会
を
新
潟
で
開
き
た
い

と
の
連
絡
が
あ
っ
た
。

・
（
司
教
よ
り
）

司
祭
と
信
徒
よ

り
な
る
経
済
問
題
の
諮
問
委
員
会
を

四
月
に
発
足
さ
せ
る
。

・
サ
レ
ジ
オ
会
は
三
重
海
星
高
校
で

志
願
者
の
養
成
を
し
て
い
る
が
、
最

近
志
願
者
が
増
え
、
志
願
院
増
築
の

た
め
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
に
募
金
を

し
た
い
と
の
要
望
が
あ
り
、
新
潟
教

区
内
で
も
許
可
し
た
。

・
さ
い
た
ま
教
区
の
イ
ー
ス
タ
ー

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
が
火
災
で
焼
失
し
た
建

物
の
再
建
の
た
め
に
ワ
イ
ン
販
売
を

通
し
て
資
金
を
集
め
て
い
る
。

教
区
の
皆
様
に
は
、
こ
れ
ま
で
も

毎
週
日
曜
日
の
ミ
サ
の
共
同
祈
願
で

「
召
命
」の
た
め
に
祈
り
、
ま
た「
一

粒
会
」
へ
の
献
金
も
お
願
い
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
捧
げ
て
く
だ
さ
る
お

祈
り
と
献
金
に
、
心
か
ら
感
謝
い
た

し
ま
す
。

さ
て
、
皆
様
よ
く
ご
存
じ
の
よ
う

に
、
新
潟
教
区
に
は
い
ま
、
神
学
生

が
一
人
も
お
り
ま
せ
ん
。
教
会
共
同

体
に
霊
的
な
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
ま

た
秘
蹟
の
執
行
者
と
し
て
、
司
祭
が

必
要
で
あ
る
の
は
い
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
よ
り
良
い
司
祭
が
教
会
共

同
体
に
一
人
で
も
多
く
与
え
ら
れ
る

よ
う
に
と
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
と

も
に
祈
ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

「
収
穫
は
多
い
が
、
働
き
手
が
少

な
い
。
だ
か
ら
、
収
穫
の
た
め
に
働

き
手
を
送
っ
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
、

収
穫
の
主
に
願
い
な
さ
い
。（
ル
カ

十
章
二
節
）」

新
潟
教
区
が
担
当
す
る
新
潟
県
、

山
形
県
、
秋
田
県
に
お
い
て
、
カ
ト

リ
ッ
ク
信
徒
の
数
は
微
々
た
る
も
の

で
す
。
し
か
し
そ
れ
に
対
し
て
主

は
、「
収
穫
は
多
い
」
と
い
わ
れ
ま

す
。「
豊
か
に
実
っ
て
い
る
の
だ
か

ら
、
刈
り
取
り
な
さ
い
」
と
い
わ
れ

る
の
で
す
。
す
な
わ
ち
私
た
ち
の
眼

前
に
は
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
よ

る
救
い
の
告
知
を
待
つ
「
豊
か
な
実

り
」
が
広
が
っ
て
い
る
の
で
す
。
宣

教
命
令
は
キ
リ
ス
ト
者
一
人
一
人
に

与
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
に

あ
っ
て
、
一
生
を
福
音
宣
教
の
た
め

に
捧
げ
る
司
祭
の
役
割
に
は
重
要
な

も
の
が
あ
り
ま
す
。

近
年
、
物
質
的
に
豊
か
に
な
っ
た

国
で
は
ど
こ
で
も
、
召
命
が
減
少
し

て
い
ま
す
。
安
定
し
た
生
活
を
捨
て

教
会
の
た
め
に
生
き
る
こ
と
に
、
価

値
を
見
い
だ
す
こ
と
が
難
し
く
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
物
質
的
に
は
満

た
さ
れ
て
い
る
国
だ
か
ら
こ
そ
、「
こ

こ
ろ
」
の
問
題
を
抱
え
た
多
く
の
人

が
助
け
を
求
め
て
い
る
と
い
う
現
実

も
顕
著
に
見
ら
れ
ま
す
。
司
祭
の
存

在
が
今
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
般
、
新
潟
教
区
の
「
一
粒
会
」

の
規
則
を
見
直
し
、
新
し
い
祈
り
も

作
成
い
た
し
ま
し
た
。「
一
粒
会
」

は
実
際
に
活
動
す
る
団
体
で
は
な

く
、
祈
り
の
内
に
一
致
す
る
運
動
で

す
。
皆
様
に
は
お
祈
り
と
献
金
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。「
一
粒
会
」
に

参
加
し
て
く
だ
さ
る
皆
様
の
た
め

に
、
私
が
月
に
一
度
ミ
サ
を
捧
げ
ま

す
。「

一
粒
会
」
の
献
金
は
主
に
、
東

京
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院
に
対
す
る
教

区
負
担
金
や
、
神
学
生
が
い
れ
ば
そ

の
養
成
費
に
充
て
ら
れ
ま
す
。
さ
ら

に
新
潟
教
区
で
は
召
命
促
進
の
活
動

に
対
し
て
も
、
可
能
な
範
囲
で
補
助

を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た

教
区
司
祭
ば
か
り
で
は
な
く
、
教
区

を
支
え
て
く
だ
さ
る
修
道
会
の
司

祭
、
さ
ら
に
シ
ス
タ
ー
な
ど
修
道
女

の
召
命
促
進
の
た
め
に
も
、
で
き
る

範
囲
で
召
命
促
進
活
動
に
補
助
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ど
う
か
皆
様
の
、
深
い
ご
理
解
と

ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
お
一
人
お
一
人
の
祈
り
で
、
新

潟
教
区
を
支
え
て
く
だ
さ
る
よ
う
、

重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

二
〇
〇
六
年
三
月
二
十
二
日

カ
ト
リ
ッ
ク
新
潟
教
区

司
教

タ
ル
チ
シ
オ
菊
地

功

新
潟
教
区
司
祭
評
議
会
報
告

司
祭
の

集
い
で

滞
日
外
国
人
司
牧
と
青
少
年
司
牧
を

司
教
メ
ッ
セ
ー
ジ

一一
粒粒
会会
のの
新新
たた
なな
一一
歩歩
にに
ああ
たた
りり
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私
は
ス
タ
ニ
ス
ワ
ヴ
・
ポ
ウ
ォ
ム

ス
キ
で
す
。
普
通
は
省
略
し
て
ス
タ

ン
と
い
っ
て
い
ま
す
。
生
ま
れ
は

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
北
部
、
ノ
ヴ
ェ
（
Ｎ

Ｏ
Ｗ
Ｅ
）
と
い
う
人
口
三
万
人
く
ら

い
の
小
さ
な
町
で
す
。
住
民
の
ほ
と

ん
ど
は
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
で
す
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
学
校
制
度
で
す

が
、
小
学
校
八
年
間
、
中
高
等
学
校

四
年
間
で
す
。
新
年
度
が
始
ま
る
の

は
九
月
か
ら
で
翌
年
の
六
月
に
終
了

し
ま
す
。

私
が
小
学
校
を
卒
業
し
て
、
中
高

等
学
校
に
入
学
す
る
前
に
、
私
の
友

人
か
ら
十
日
間
く
ら
い
の
日
程
で
ペ

ニ
エ
ス
と
い
う
ロ
シ
ア
国
境
線
に
近

い
町
の
修
道
院
で
行
わ
れ
る
黙
想
会

に
一
緒
に
行
く
よ
う
に
誘
わ
れ
ま
し

た
。
私
に
は
時
間
は
十
分
に
あ
り
ま

し
た
か
ら
喜
ん
で
参
加
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

ペ
ニ
エ
ス
の
黙
想
会
場
は
神
言
会

の
修
道
院
で
し
た
。
そ
こ
で
神
言
会

の
こ
と
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
黙

想
会
で
は
講
話
を
聴
い
て
お
祈
り
し

ま
す
。
そ
れ
は
い
い
の
で
す
が
、
私

は
こ
の
黙
想
会
中
の
畑
仕
事
と
掃
除

が
イ
ヤ
で
、
三
日
間
く
ら
い
過
ぎ
た

と
き
逃
げ
て
家
に
帰
り
た
い
と
思
い

ま
し
た
。
そ
れ
を
友
人
に
話
し
た

ら
、「
も
う
少
し
頑
張
ろ
う
」
と
励

ま
し
て
く
れ
た
の
で
、
最
後
ま
で
残

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

黙
想
会
を
終
え
て
家
に
帰
っ
て
か

ら
「
教
会
で
私
に
も
何
か
出
来
る
こ

と
が
な
い
か
な
」
と
思
い
、
侍
者
会

に
入
り
ま
し
た
。
侍
者
に
な
る
の
は

た
や
す
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

侍
者
に
な
る
た
め
に
は
、
研
修
会
に

参
加
し
、
練
習
を
し
ま
す
。
学
力
と

日
常
の
生
活
態
度
を
考
慮
し
て
主
任

司
祭
が
相
応
し
い
と
思
う
人
を
侍
者

に
選
び
ま
す
。
私
た
ち
の
教
会
で
は

侍
者
は
二
〇
人
く
ら
い
し
か
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
誰
か
が
侍
者
に
な
る
と

そ
の
家
族
に
と
っ
て
は
誇
り
だ
っ
た

に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
中
高
等

学
校
の
四
年
間
は
侍
者
を
し
ま
し

た
。
そ
の
間
、
夏
に
開
催
さ
れ
る
神

言
会
の
黙
想
会
に
は
毎
年
参
加
し
ま

し
た
。

四
年
後
、
中
高
等
学
校
を
卒
業
す

る
と
き
、
私
は
自
分
の
将
来
の
こ
と

を
決
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
最
初
に
空
軍
航
空
学
校
に
入

り
、
ジ
ェ
ッ
ト
機
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
に

な
る
つ
も
り
で
願
書
を
出
し
、
健
康

診
断
を
受
け
て
パ
ス
し
ま
し
た
。
そ

の
時
点
で
私
は
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
な
る

道
を
選
ぶ
こ
と
は
可
能
だ
っ
た
の
で

す
が
、
心
の
中
で
「
あ
な
た
に
は
別

の
道
が
あ
る
」
と
い
う
声
を
聴
い
た

の
で
す
。

す
る
と
心
が
落
ち
着
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
つ
い
に
、
空
軍
航
空
学
校
に

は
入
学
せ
ず
、
神
言
会
に
入
会
申
し

込
み
を
し
ま
し
た
。
で
も
、
司
祭
に

確
実
に
な
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、

自
分
の
道
を
確
か
め
る
た
め
で
し

た
。神

学
生
時
代
に
は
厳
し
い
生
活
が

イ
ヤ
に
な
り
、「
家
に
帰
ろ
う
か
な
」

と
思
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
指
導
司
祭
や
友
人
た
ち
と
語

り
合
っ
て
い
る
う
ち
に
彼
ら
か
ら
支

え
ら
れ
、
神
様
に
奉
仕
す
る
気
持
ち

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ボ
ア
テ
イ

ア
枢
機
卿
が
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世

教
皇
に
な
っ
た
こ
と
は
私
の
励
み
に

な
り
ま
し
た
。

私
の
司
祭
叙
階
は
一
九
八
五
年
で

す
。
今
思
う
こ
と
で
す
が
、
神
様
は

私
の
前
に
ハ
ー
ド
ル
を
置
き
、
そ
れ

を
飛
び
越
え
る
た
め
の
力
も
与
え
て

く
だ
さ
っ
た
の
で
す
。
そ
の
力
は
私

の
心
の
中
に
語
り
か
け
る
神
の
声
、

指
導
司
祭
、
友
人
の
何
気
な
い
励
ま

し
を
通
し
て
与
え
ら
れ
た
と
思
い
ま

す
。
神
様
か
ら
の
恵
み
は
そ
の
よ
う

に
し
て
与
え
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
。

私
が
日
本
に
来
た
き
っ
か
け
は
日

本
通
の
私
の
先
輩
の
影
響
に
よ
る
も

の
で
す
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
に
は
日
本
の
ニ
ュ
ー

ス
は
入
り
ま
せ
ん
。
黒
沢
明
監
督
の

映
画
「
七
人
の
侍
」
は
上
映
さ
れ
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
、
ポ
ー

ラ
ン
ド
の
田
舎
で
は
今
で
も
「
日
本

人
は
チ
ョ
ン
マ
ゲ
を
結
っ
て
刀
を
下

げ
て
い
る
」
と
思
っ
て
い
る
人
が
い

る
く
ら
い
で
す
。
そ
れ
ほ
ど
情
報
が

少
な
い
と
こ
ろ
で
私
の
先
輩
は
私
に

日
本
の
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。
日
本
で
働
い
て
い
る
宣
教
師
か

ら
話
を
聞
い
た
の
か
、
あ
る
い
は
自

分
で
本
を
読
ん
で
調
べ
た
の
で
し
ょ

う
。日

本
の
文
化
、
気
候
、
習
慣
な
ど

少
し
ば
か
り
知
っ
た
私
は
、
日
本
に

派
遣
さ
れ
る
よ
う
に
と
希
望
を
出

し
、
そ
れ
が
聞
き
入
れ
ら
れ
た
の
で

す
。

新
潟
教
区
で
は
一
九
九
二
年
か
ら

横
手
の
教
会
と
保
育
園
で
十
四
年
間

勤
め
ま
し
た
。
こ
の
四
月
か
ら
は
秋

田
教
会
で
司
牧
宣
教
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
日
本
は
宣
教
地
で
す
。

家
庭
は
信
徒
に
与
え
ら
れ
た
自
然
の

宣
教
地
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
に
神

の
言
葉
が
届
け
ら
れ
、
救
い
の
恵
み

が
も
た
ら
さ
れ
る
よ
う
に
皆
さ
ん
と

共
に
働
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

福
音
宣
教
の
分
野
の
中
の
広
報
媒
体
を
用
い
て
行
う
宣
教
手
段
の
ひ
と
つ

と
し
て
、
三
月
の
始
め
に
新
潟
教
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
開
設
さ
れ
た
。

妙
高
教
会
の
信
徒
が
妙
高
高
原
の

自
然
を
い
か
し
て
、
高
齢
者
お
よ
び

障
害
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境

と
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
提
供
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
二
〇
〇
五
年
六
月
新
潟
県

か
ら
認
証
さ
れ
た
「
妙
高
み
こ
こ
ろ

の
家
」が
六
月
完
成
の
予
定
で
あ
る
。

マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ
の
奉
仕
の
精
神
を

目
標
に
し
た
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
お
よ

び
グ
ル
ー
プ
リ
ビ
ン
グ
を
運
営
す
る
。

パ
ソ
コ
ン
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

普
及
に
よ
っ
て
、
公
開
さ
れ
る
教
区

の
情
報
な
ど
は
、
い
つ
で
も
誰
で
も

が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

パ
ソ
コ
ン
を
お
持
ち
な
ら
ご
活
用

く
だ
さ
い
。
ま
た
教
区
内
の
そ
れ
ぞ

れ
の
地
区
の
ニ
ュ
ー
ス
を
教
区
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
あ
て
に
メ
ー
ル
で

送
っ
て
く
だ
さ
い
。

次
の
よ
う
に
教
区
報
で
お
知
ら
せ

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

別
の
道

召召 命命

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

妙
高
み
こ
こ
ろ
の
家

完
成
へ

ス
タ
ニ
ス
ワ
ヴ
・
ポ
ウ
ォ
ム
ス
キ
神
父

（
秋
田
教
会
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

ホホ
ーー
ムム
ペペ
ーー
ジジ
をを
開開
設設

http : //www.niigata.catholic.jp

幅
広
い
活
用
を
目
指
す

新潟教区のホームページ・アドレス
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（教区人口比：０．１６％）１．概 況

面積……………………………３３，５１７�

人口 ………………………４，７８８，６８５人

信者総数 ………………………７，６１１人

求道者………………………………８７人

２．人 員 構 成

司 教 ………………………………１

教区司祭 邦人………………………１５

外国人 ……………………１

助祭 邦人 ………………………０

神言会員 邦人 ………………………４

外国人 ……………………５

フランシスコ会員 外国人 …………５

イエズス・マリアの聖心会員 邦人 ……２

外国人 …１

助祭 邦人 ……０

他教区から派遣司祭 外国人 ………３

神 学 生 邦人 …………０

聖霊奉侍布教修道女会 邦人 ………９

外国人 ……１

聖心の布教姉妹会 邦人………５９

マリアの宣教者

フランシスコ修道会 邦人 ………４

ナミュール・ノートルダム修道女会 邦人 …６

オタワ愛徳修道女会 邦人 …………３

外国人 ………０

聖クララ会 邦人 ……………………９

志願者 邦人 ……………………０

聖母カテキスタ会（在俗）邦人……１７

３．事 業

小教区教会……………………………３１

分教会・巡回教会 ……………………５

集会所 …………………………………４

女子修道院……………………………１０

社会福祉事業

老人ホーム …………………………３

宿泊を伴う利用者数 …………２０２

その他の老人福祉事業……………１３

宿泊を伴う利用者数 …………１５３

宿泊を伴わない（年間のべ人数）…４２，６１７

その他の福祉事業 …………………２

宿泊を伴う利用者数 ……………９

宿泊を伴わない（年間のべ人数）…１，８６４

幼稚園…………………………………２７

園児数 …………………………３，０１１

女子中学校 ……………………………２

生徒数 ……………………………１７１

女子高等学校 …………………………２

生徒数 …………………………１，３２４

女子短期大学 …………………………２

学生数 ……………………………６３１

児童福祉事業

保育園 ………………………………７

園児数（年間のべ人数）……１５１，４９０

宿泊を伴う利用者数 ………………０

その他の児童福祉事業 ………………６

宿泊を伴う利用者数…………３３，６８０

宿泊を伴わない（年間のべ人数） …１８０

４．移 動

転入 転出

教区内………………８ ………………９

教区外 ……………３６ ……………３３

その他………………０ ………………１

死亡……………………………………９０

教
区
維
持
費
の
減
少
続
く

昨
年
度
の
教
区
一
般
会
計
は
、
教

区
維
持
費
が
約
九
十
三
万
円
減
少
し

た
も
の
の
、
司
祭
活
動
負
担
金
が
一

〇
〇
万
円
近
く
ま
で
増
え
た
こ
と
や

積
立
保
険
が
満
期
を
迎
え
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
辛
う
じ
て
ほ
ぼ
前
年
並
み

の
収
入
が
確
保
さ
れ
、
�
橋
神
父
様

が
神
学
校
を
卒
業
し
、
司
祭
に
叙
階

さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
神
学
生
養
成

費
が
減
少
し
、
全
体
で
は
約
七
〇
〇

万
円
の
黒
字
と
な
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
司
祭
寄
付
金
等

と
司
祭
人
件
費
、
一
粒
会
負
担
金
と

神
学
生
養
成
費
の
収
支
か
ら
す
る
と

実
質
的
に
は
百
九
十
五
万
円
程
度
に

過
ぎ
ず
、
満
期
利
息
分
を
除
け
ば
、

む
し
ろ
赤
字
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

地
区
に
関
係
な
く
教
区
司
祭
と
修

道
会
司
祭
が
一
緒
に
働
け
る
よ
う
に

す
る
た
め
に
司
祭
人
件
費
の
見
直
し

が
行
わ
れ
て
お
り
、
一
粒
会
が
今
年

四
月
か
ら
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
た
関

係
で
、
そ
れ
ら
の
会
計
を
一
般
会
計

か
ら
切
り
離
そ
う
と
い
う
動
き
も
あ

り
、
現
状
を
分
か
っ
て
も
ら
う
た
め

に
、
教
区
を
維
持
す
る
経
費
を
、
そ

れ
ら
を
除
い
た
他
の
収
入
だ
け
で
は

賄
い
き
れ
な
い
実
状
を
は
っ
き
り
と

示
し
た
方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
と

い
う
意
見
も
聞
か
れ
る
。

何
か
を
し
よ
う
と
し
て
も
、
維
持

す
る
だ
け
が
精
一
杯
で
、
財
源
が
何

も
な
い
現
状
を
打
開
す
る
た
め
に
、

司
教
様
の
意
向
に
よ
り
、
司
祭
、
信

徒
か
ら
な
る
「
経
済
問
題
諮
問
委
員

会
」
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。教

区
維
持
費
の
減
少
は
、
そ
の
ま

ま
各
小
教
区
の
教
会
維
持
費
の
減
少

を
反
映
し
て
お
り
、
教
区
も
、
小
教

区
も
苦
し
い
状
況
の
中
で
、
今
ま
で

ず
っ
と
手
を
つ
け
ら
れ
ず
に
い
た
教

区
維
持
費
の
負
担
割
合
の
見
直
し
に

手
を
つ
け
る
の
か
ど
う
か
、
ま
た
、

「
建
設
基
金
」
な
ど
、
小
教
区
の
会

計
に
は
現
れ
な
い
「
特
別
会
計
」
に

つ
い
て
は
ノ
ー
タ
ッ
チ
の
状
態
に
あ

る
が
、
そ
の
扱
い
を
ど
う
す
る
か
も

諮
問
委
員
会
の
検
討
課
題
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

（
教
区
会
計

川
崎
神
父
）

（単位：千円）

対前年比

－３７８

－９２８

９８６

－５４４

１０８

－９，８７８

７１０

－１０，５８８

－１２９

－３６１

６，２３０

－４，５１６

－８，５７５

－２，９３３

－５，６４２

２５２

１，２４６

２５７

１，３２７

－３３８

－６

－７，０８３

２，５６７

９８６

７１０

１，６９６

２５７

１，４３９

－５４４

－２，９３３

２，３８９

１６年度

１９，７８３

９，３３７

２，９１２

５，１６４

２，３７０

２３，２３５

１１，８８０

１１，３５５

３６４

２，９１８

２８３

４６，５８３

１３，８２４

３，９８５

９，８３９

５，０２５

２２，２７３

１４，６８８

６，７５７

８２８

９６５

４２，０８７

４，４９６

２，９１２

１１，８８０

１４，７９２

１４，６８８

１０４

５，１６４

３，９８５

１，１７９

１７年度

１９，４０５

８，４０９

３，８９８

４，６２０

２，４７８

１３，３５７

１２，５９０

７６７

２３５

２，５５７

６，５１３

４２，０６７

５，２４９

１，０５２

４，１９７

５，２７７

２３，５１９

１４，９４５

８，０８４

４９０

９５９

３５，００４

７，０６３

８６，８３６

９３，８９９

３，８９８

１２，５９０

１６，４８８

１４，９４５

１，５４３

４，６２０

１，０５２

３，５６８

負担金収入

小教区負担金（教区維持費）

司祭活動負担金

一粒会負担金

学校法人負担金、他

寄付金収入

司祭寄付金

一般寄付金、他

補助金収入

献金収入

その他の収入

収入合計 Ａ

宗教活動費

神学生養成費

祭儀費、他

事務運営費

人件費

司祭人件費（法定福利費含む）

職員人件費

通勤手当、他

維持管理費

支出合計 Ｂ

収支 Ｃ＝Ａ－Ｂ

前年度繰越金 Ｄ

次年度繰越金 Ｃ＋Ｄ

司祭寄付金等と司祭人件費

司祭活動負担金

司祭寄付金

計

司祭人件費（法定福利費含む）

収 支

一粒会負担金と神学生養成費

一粒会負担金

神学生養成費

収 支

２００５年（平成１７年）度教区一般会計収支

―
教
区
財
政
の
健
全
化
を
目
指
し
、経
済
問
題
諮
問
委
員
会
設
置
へ
―

二
〇
〇
五
年
度
教
区
会
計
報
告

（２００５年１２月３１日現在）

新 潟 司 教 区 統 計
（２００５年１２月３１日現在）
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